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お客さま各位、三井住友銀行(中国)有限公司(以下、「弊行」)は、お客さまのプライバシーを

重視し、合法性、正当性、必要性、信義誠実及び公開性・透明性等の原則を遵守し、お客

さまの個人情報を保護するために相応の安全保護措置を講じます。弊行は、個人情報を

合法的、合理的に、適度に収集・利用し、安全的かつリスクコントロールが可能であること

を前提として伝送・保存するために、本プライバシーポリシーを制定しました。本ポリシーを

よくお読みいただき、弊行のお客さまの個人情報取扱い規則をご確認ください。 

 

本ポリシーにおいて、お客さまの権益に重大な関係がある条項やセンシティブな個人情報

については太字で記載しています。よくお読みいただき、ご確認ください。 

 

本ポリシーには以下の内容が含まれます。 

一、個人情報の収集・利用について 

二、Cookie (クッキー) 及び同等の技術の使用について 

三、お客さまの個人情報の保存・保護について 

四、お客さまの個人情報の外部への提供について 

五、お客さまの権利についてについて 

六、未成年者の個人情報の取扱いについて 

七、お客さまの個人情報のグローバル移転について 

八、本ポリシーの更新について 

九、弊行への連絡方法について 

 

一、個人情報の収集・利用について 

個人情報とは、電子その他の方法をもって記録され、単独で、またはその他の情報と組み合わ

せて特定の自然人の身分を認識する情報または特定の自然人の活動を反映する情報等の各

種の情報を指します。氏名、生年月日、身分証明書番号、生物識別情報、住所、連絡先情報、

通信記録及び内容、口座番号、財産情報、信用情報、行動履歴、宿泊情報、健康情報、取引

情報などが含まれます。 

 

センシティブな個人情報とは、一度漏洩し、または違法に提供・使用されたときは、自然人の尊

厳に対する侵害、または人身もしくは財産の安全性に対する脅威を容易に引き起こす個人情

報を言います。例えば、個人の財産情報、健康情報、生物識別情報、身分情報、ネットワーク

身分識別情報及びその他の情報等が含まれます。 

 

弊行では、お客さまが弊行の商品・サービスのご利用中、お客さまからご提供いただいた個人

情報や、商品またはサービスの利用により生成される個人情報及び法律法規の規定またはお

客さまの授権・同意に基づき合法的に第三者から収集した個人情報を、本ポリシーに記載され

ている目的のために収集・利用します。弊行がお客さまの個人情報を追加収集する場合や、収



集した情報を他の目的に利用する場合、合理的な方法でお知らせし、個人情報を収集する前

に、お客さまの同意を取得いたします。業務処理中、センシティブな個人情報に関わる場合、弊

行は法律に従ってお客さまの個人情報を取扱います。 

 

(一) 基本業務のため、お客さまからご提供いただく個人情報 

各分野における基本業務を遂行するために、弊行はお客さまの個人情報を収集する必要があ

ります。以下、弊行の基本業務とそれを遂行するために必要な個人情報を詳しく記載いたしま

す。お客さまが個人情報の提供を拒否される場合、当該サービスをご利用いただけません。 

 

注意事項：貴社に個人情報をご提供いただく場合、関連主体の授権を取得していただきますよ

うお願い申し上げます。 

 

1．口座開設 

弊行で口座開設をお申し込みの際、法律法規及び監督管理の要求に基づき、ご本人確認の実

施やサービスの正常な運営を保障するために、貴社の法定代表人の氏名(中国語及び英語)、

生年月日、証明書の種類、証明書番号、証明書の有効期限、電話番号、職務；被授権者/取扱

人の氏名(中国語及び英語)、生年月日、証明書の種類、証明書番号、証明書の有効期限、電

話番号、職務；受益所有者の氏名(中国語及び英語)、生年月日、証明書の種類、証明書番号、

証明書の有効期限、国籍、住所；株主/実質的支配者の氏名(中国語及び英語)、生年月日、証

明書の種類、証明番号、証明書の有効期限、国籍、住所、業界、常駐先；高級管理職と董事の

氏名(中国語及び英語)、職務；支配者の税収居民身分証明書の氏名(中国語及び英語)、生年

月日、居住地、出生地（国）、納税者識別番号を収集します。 

 

2．e-バンキングサービス  

弊行の e-バンキングサービス及び銀行と企業の相互接続サービスを使用する際、関連口座の

開設やご本人確認の実施のために、ユーザー(システム管理者/授権者(審査員)/オペレーター

/ユーザー照会などを含む)の氏名(中国語及び英語)、メールアドレス及び授権者の身分証明

書/パスポート/港澳台胞証（写し）を収集します。 

 

3．入出金業務 

弊行の入出金業務(仕組預金業務、現金の入出金業務、預金業務を含む)をご利用の際、関連

業務やサービスの提供、ご本人確認の実施、業界監督管理機関の要求に従い外部監督管理

機関の監査に対応するため、取扱人の身分証明書番号を収集します。 

 

4．貸出業務 

弊行の貸出業務をご利用の際、関連業務やサービスの提供、ご本人確認の実施、コンプライア

ンスチェック及びリスクコントロールを行うため、弊行は取扱人の氏名、身分証明書番号、給

与、取引キャッシュフロー、不動産情報、住所情報を収集します。 

(特別な注意事項：関連業務をご提供する際、コンプライアンスチェックやお客さまにサービスを

提供する目的のため、弊行は取引相手の個人情報を収集する必要があります。また、個人情

報を含む貸出証明関連書類を収集する可能性があります。) 

 

5．貿易金融業務 

弊行の貿易金融業務(信用状、代金取立などを含む)をご利用の際、関連業務やサービスの提



供、ご本人確認の実施、業界監督管理要求に従い外部監督機関の監査に対応するため、受益

所有者の氏名、身分証明書番号、パスポートを収集します。 

 

6．人民元の決済業務 

弊行の人民元決済業務をご利用の際、関連業務やサービスの提供、ご本人確認の実施、業界

監督管理要求に従い外部監督機関の監査に対応するため、支払人の氏名、電話番号、身分

証明書、銀行口座番号；受取人の氏名、銀行口座番号、口座開設先を収集します。 

(特別注意事項：関連業務をご提供する際、サービスを遂行するために、弊行は振込・送金先の

氏名、カード番号を収集します。) 

 

7．クロスボーダー決済業務 

弊行がクロスボーダー決済業務を行う際、関連業務やサービスの提供、ご本人確認の実施、業

界監督管理要求に従い外部監督機関の監査に対応するため、弊行は支払人の氏名、身分証

明書(または外国人身分証明書類)、電話番号；受取人の氏名、受取人の銀行口座番号、国籍

を収集します。 

 

8．銀行口座取引明細書郵送サービス 

弊行の銀行口座取引明細書郵送サービスをご利用の際、当該サービスの提供のため、銀行口

座取引明細書情報、受取人の住所、電話情報を収集します。 

 

(二) 授権・同意の例外 

関係する法律法規、規制要求及び国家基準に基づき、以下の場合、貴社または関係者の同意

を得なくても、弊行は個人情報を収集・利用することがあります。 

1．法律法規で定められた職責や義務の履行に関連する場合 

2．国家安全、国防安全に直接関係する場合 

3．公共安全、公衆衛生、重大な公共利益に直接関係する場合 

4．犯罪捜査、起訴、裁判と裁判の執行などに直接関係する場合 

5．貴社または関係者またはその他の人の生命・財産など、重大な正当な権利、利益を守る

ために、お客さまの同意を得ることが難しい場合 

6．貴社または関係者が自ら社会に情報を公開した場合 

7．貴社または関係者のご要望により契約の締結及び履行に必要な場合 

8．合法的なニュース報道、政府の情報公開など、合法的に開示された情報から個人情報を 

収集する場合 

9．提供する金融商品やサービスにおいて、詐欺または盗用などを識別・処理するなど、安全 

で安定した運営を維持するために必要な場合 

10．その他、法律法規及び監督管理の要求に従う場合 

 

弊行が提供するサービスは継続的に更新・発展するものであり、前述の説明で記載していない

その他のサービスを提供する際、個人情報の収集が必要な場合には、プッシュ通知、インタラ

クションや契約によって、別途、情報収集の範囲と目的を説明し、お客さまの同意を得た上でサ

ービスの提供に必要な情報を収集します。弊行は、本ポリシー及びお客さまとの協議に従い、

個人情報の収集、使用、保存、外部への提供、保護を行います。 

 

二、Cookie (クッキー) 及び同等の技術の使用について 



(一) Cookie (クッキー) 

サービスを正常にご利用いただくことを保証するために、弊行はお客さまのコンピュータまたは

モバイルデバイス上にクッキーという小サイズのデータファイルを保存します。クッキーには通

常、識別子、サイト名、いくつかの番号と文字が含まれます。クッキーを通じて、ウェブサイトで

はお気に入りデータを保存することができます。弊行はクッキーを本ポリシーの目的以外には

使用しません。お好みに応じてクッキーを管理または削除できます。コンピュータ上に保存され

ているすべてのクッキーを削除することができます。ほぼすべてのウェブブラウザにはクッキー

をブロックする機能が備わっています。 

 

（二）Do Not Track（行動履歴の追跡拒否） 

数多くのウェブブラウザには Do Not Track という機能があり、ウェブサイトに Do Not Trackのリ

クエストを送ることができます。現在、主なインターネット標準化団体は、このようなリクエストへ

のウェブサイトの対応方針を示していません。しかし、お客さまのブラウザが Do Not Trackを有

効にしている場合、弊行のすべてのサイトはお客さまの選択を尊重します。 

 

三、お客さまの個人情報の保存・保護について 

(一) 保存 

弊行は中華人民共和国域内で収集した個人情報を、中華人民共和国域内で保存します。

越境業務または銀行業務に必要な場合、お客さまの授権・同意を得た上で、中国域外に個

人情報を移転する可能性があります。その場合、法律法規及び監督管理の要求に従い、

必要な措置を講じてお客さまの個人情報のセキュリティを確保します。例えば、データを越

境移転する前に、協議・確認などの措置を通じて、域外機構に個人情報の秘密保持を要求

します。 

 

弊行は、法律法規の要求及び本プライバシーポリシーの目的達成に必要な最低限の期間

を、お客さまの個人情報の最大な保存期間とします。当該期限を過ぎた後、弊行はお客さ

まの個人情報の削除または匿名化処理を行います。 

 

（二）保護 

弊行は、お客さまからご提供いただいた個人情報を不正アクセス、複製、開示、使用、訂正、譲

渡、破損または紛失などから保護するために、業界標準に準拠したセキュリティ対策と操作管

理規範に基づいて対応いたします。 

例：暗号化技術によるデータの機密性保護；信頼できる保護システムで悪意のある攻撃からデ

ータを保護；アクセス制御システムの配置、アクセス許可の制限、情報のアクセスと取扱いにシ

ステム監視を実施、授権者のみ個人情報にアクセス可能；従業員や開発者は運営の維持管理

に必要な場合に限り個人情報の照会権限を付与；セキュリティとプライバシー保護の研修実

施、個人情報保護の重要性に対する認識を強化、関係従業員と秘密保持契約等を締結など。 

 

弊行は、ご提供いただいた個人情報のセキュリティの確保に努めます。同時に、お客さまご自

身のアカウント名、身分情報、その他の認証情報を適切に保管くださるようお願いいたします。

複雑なパスワードを利用し、アカウントの安全にお努めください。弊行のサービスをご利用いた

だく際には、アカウント名とその他の身分情報でご本人確認を行います。上記の情報が漏洩し

た場合、損失を被り、法律上の不利益が生じる可能性があります。アカウント名とその他の身分

情報が漏洩した場合、またはその可能性があることに気づいた場合、弊行が直ちに損失を回避



または軽減するための措置を取れるよう、速やかに弊行にご連絡ください。 

 

個人情報セキュリティ事件が発生した場合、弊行は法律法規に従い、直ちに有効な救済措置を

取り、事件の拡大防止を図ります。弊行は直ちに事件の状況を電子メール、手紙、電話あるい

はその他の方法で通知します。個人情報の主体に対し個別にお知らせすることが困難な場合、

弊行は合理的かつ効果的な方法で公告します。同時に、弊行は監督管理部門の要求に従い、

自発的に個人情報セキュリティ事件の処理状況を報告します。 

 

四、お客さまの個人情報の外部への提供について 

 （一）共有 

下記の場合を除き、弊行以外の会社・組織・個人とお客さまの個人情報を共有しません。 

1．授権・同意を得た共有 

授権または同意を得た上で、弊行は指定された第三者に授権範囲内の個人情報を共有しま

す。 

弊行は、本ポリシーに記載された場合以外の業務で、個人情報を外部に共有する必要があ

る場合、関係する法律法規に基づき、明確に個人情報の共有状況をお知らせし、お客さまの同

意を得るようにします。 

 

2．法定の状況下での共有 

弊行は法律法規及び監督管理の要求に基づき、または政府主管部門の強制的な要求に応

じて、外部にお客さまの個人情報を共有する場合があります。 

 

3．弊行の営業組織との共有 

貴社関係者の個人情報は、弊行の各営業組織間及び三井住友銀行内で共有することがあ

ります。弊行は必要な個人情報のみを共有し、本プライバシーポリシーに記載された目的の範

囲内で利用します。共有する個人情報の範囲は、具体的な業務によって異なり、監督管理部門

への統計情報の報告・発送や、リスク管理の需要及びマネーロンダリング防止、詐欺防止等を

含む目的のため、弊行各営業組織及び三井住友銀行内で、貴社関係者の個人情報を共有す

る可能性があります。個人情報の処理目的が変更された場合、改めて貴社の授権同意を求め

ます。 

 

4．提携者との共有 

貴社により良質な商品やサービスを提供するため、弊行の一部サービスを提携者が提供す

ることがあります(例：銀行口座取引明細書郵送サービスなど)。弊行はより良い顧客サービスを

提供するために、提携者に貴社関係者の個人情報の一部を共有する可能性があります。弊行

は合法的、正当、必要な目的でのみ貴社関係者の個人情報を共有し、サービス提供に必要な

個人情報のみを共有します。同時に、弊行は提携者と厳格な守秘協議を締結し、弊行の説明、

本プライバシーポリシー、その他すべての関連する秘密保持とセキュリティ措置に従って貴社

関係者の個人情報を厳格に処理することを要求します。弊行は提携者に対し、共有した個人情

報を他の用途に使用してはならない旨を要求します。貴社が、弊行と提携者がサービスを提供

するために必要な個人情報の共有を拒否する場合、弊行は該当サービスを提供できない可能

性があります。 

 

 （二）譲渡 



下記の場合を除き、弊行はお客さまの個人情報を他の会社、組織、個人に譲渡しません。 

1．お客さまの授権同意を得た場合。この場合、個人情報譲渡の目的、個人情報受領者の種

類をお知らせします。センシティブな個人情報に関わる場合、センシティブな個人情報の種類、

個人情報受領者の身分とセキュリティ能力をお知らせし、かつ事前にお客さまの明確な同意や

授権を取得します。 

2．法律法規もしくは強制的な行政または司法の要求に従う場合 

3．合併、買収、資産譲渡と類似する取引において個人情報の譲渡に関わる場合、弊行は新

たに関係者の個人情報を持つことになる会社・組織が、このプライバシーポリシーの制約を受

けることを要求し、かつ関連取引契約で約定します。それに従わない場合、弊行は直ちにその

会社・組織への個人情報の譲渡を停止し、その会社・組織がお客さまの同意を改めて取得する

よう要求します。 

 

 

 （三）開示 

弊行は以下の状況でのみ、関係者の個人情報を開示します。 

1．弊行が貴社に対し、個人情報開示の目的、種類を通知していること；センシティブな情報に

関連する場合は、センシティブな情報の内容を通知し、かつ事前にお客さまの授権または同意

を取得していること。 

2．法律法規、法的手続、訴訟、または政府主管部門の強制的な要求に基づき、弊行は関係

者の個人情報を開示する可能性があります。 

 

（四）授権・同意の例外 

関係する法律法規及び監督管理要求等の規定により、国家権力機関または監督管理機関か

ら強制された下記の場合、またはお客さまの権利・権益を十分に保護する目的の場合、もしくは

ここで約束したもの以外で合理的な目的がある場合、事前にお客さまの同意を得ずに、お客さ

まの個人情報を共有、譲渡、開示することがあります。 

1．国家安全、国防安全に直接関係する場合 

2．公共安全、公衆衛生、重大な公共利益に直接関係する場合 

3．犯罪捜査、起訴、裁判と裁判の執行などに直接関係する場合 

4．お客さままたはその他の人の生命・財産など、重大な正当な権利、利益を守るために、お

客さまの同意を得ることが難しい場合 

5．お客さまが自ら個人情報を社会に開示した場合 

6．合法的なニュース報道、政府の情報公開など、合法的に開示された情報から個人情報を 

収集する場合 

 

五、お客さまの権利について 

中国の関係する法律法規及び監督管理規定に基づき、弊行はお客さまがご自身の個人情報

に対して以下の権利を行使することを保障します。 

 

(一)個人情報へのアクセス 

法律法規が別途に規定される場合を除き、弊行の営業拠点を通じて、お客さまはご自身の個

人情報を照会する権利があります。 

 

(二)個人情報の訂正 



弊行の個人情報の取扱いに誤りがあることが判明した場合、お客さまはご自身の個人情報に

ついて訂正を求める権利があります。その場合、弊行の営業拠点を通じ、訂正を申請すること

ができます。 

 

(三)個人情報の削除 

以下の場合、弊行の営業拠点を通じ、お客さまは個人情報の削除を申請できます。 

1．弊行が個人情報を取扱う際、法律法規に違反した場合 

2．お客さまの同意なしに個人情報を収集・利用した場合 

3．弊行が個人情報を取扱う際、貴社との約束に違反した場合 

4．弊行の商品やサービスを利用しない、または口座を解約した場合 

5．弊行が今後お客さまに商品やサービスを提供しない場合 

 

弊行のシステムから個人情報を削除する場合、バックアップシステムの個人情報は直ちに削除

されませんが、バックアップ更新時にこれらの個人情報を削除いたします。 

 

（四）授権・同意範囲の変更 

お客さまは、情報の削除、機能オフ、プライバシー設定の変更などで、弊行が授権された個人

情報収集の範囲の変更や、授権を撤回することができます。口座の解約により、弊行がお客さ

まの個人情報を収集することに対する授権をすべて撤回することもできます。 

 

（五）法人銀行口座の解約 

法人銀行口座を解約する場合、弊行の営業拠点で申し込むことができます。 

銀行口座の解約は取り消すことができません。解約した場合、弊行は当該口座に関するお客さ

まの個人情報について収集、利用、外部への提供はいたしません。しかし、弊行のサービスを

ご利用中にお客さまから提供された個人情報については、監督管理の要求期間に従い保存

し、この保存時間内に限り、法に基づく権利機構の照会に協力します。 

 

（六）個人情報の控え（コピー）の取得 

お客さまが提供した個人情報の控え（コピー）を取得したい場合、本ポリシーに記載の連絡先に

お知らせください。弊行が速やかに対応させていただきます。 

 

（七）情報制御システムの自動意思決定 

弊行では、業務によって情報システムやアルゴリズムなど人が介在せずに自動意思決定の仕

組みだけで意思決定をする場合があります。これらの意思決定がお客さまの正当な権利、利益

に大きな影響を与える場合、お客さまは弊行に説明を求める権利があり、弊行も適切な救済方

法を提供します。 

 

（八）上記の要求への対応 

上記の事項についてお客さまが対応を要求される場合、安全保障のため、関係者は貴社を通

じて書面の要請と授権書を提供する可能性があるため、弊行は、貴社に事前に関係者の本人

確認を要求することがあります。何の理由もなく繰り返される要求、複雑な技術的な手段を必要

とする要求、他人の正当な権利、利益にリスクがもたらされる要求、または非常に非現実的な

要求に対しては、弊行はお断りする場合がありますので、ご了承ください。 

 



法律法規または監督管理の要求に従い、下記の場合、弊行はお客さまの要求に応じかねま

す。 

1．法律法規または監督管理が規定する義務の履行に直接関係する場合 

2．国家安全、国防安全に直接関係する場合 

3．公共安全、公衆衛生、重大な公共利益に直接関係する場合 

4．犯罪捜査、起訴、裁判と裁判の執行などに直接関係する場合 

5．お客さまの主観的な悪意や権利の濫用を示す十分な証拠がある場合 

6．貴社及び関係者またはその他の人の生命・財産など、重大な正当な権利、利益を守るため

に、お客さまの同意を得ることが難しい場合 

7．お客さまの要求に応えることによって、貴社、関係者またはその他の人・組織の正当な権

利、利益に著しい損害を与える場合 

8．ビジネス上の秘密情報に関わる場合 

弊行がお客さまのご要望に応じることができないと決定した場合、その理由をお知らせするとと

もに、別途、クレーム受付窓口をご案内しますのでご了承ください。 

 

六、未成年者の個人情報の取扱いについて 

弊行の法人関連の商品、サイト、サービスは主に企業、機関向けであり、未成年は弊行の法人

向け口座を開設することはできません。しかし、一部業務では未成年の情報収集に関連する可

能性があります。両親または法定後見人の同意を得て未成年の情報を収集する場合は、法律

の承認を受け、両親または法定後見人が明確に同意し、未成年を保護するために必要な場合

にのみ関連情報を処理します。法人向け業務を取扱う中、両親の同意を得ずに未成年者の個

人情報を収集した場合、弊行は速やかに削除します。 

 

七、お客さまの個人情報の域外移転について 

(一)保存場所 

原則として、弊行は中華人民共和国域内で収集した個人情報を、中華人民共和国域内で

保存します。 

 

(二)保存期間 

1．法律で強制的に保存される場合、またはお客さまから個別の同意を得た場合を除き、本ポリ

シーが定める業務目的の遂行に必要な期間内に限り、個人情報を保存します。当該期限を過

ぎた後、弊行はお客さまの個人情報の削除または匿名化処理を行います。 

 

2．保存期間の判断については、以下の基準を参考に、期間の長い方に準拠します。 

（1）関連サービス提供の完了、合理的範囲内におけるサービス提供の記録の保存、お問い

合わせ・クレームの対応または法的手続きに要する期間 

（2）ご提供するサービスの安全と品質を確保するために必要な期間 

（3）お客さまの同意を得た保存期間 

（4）保存期間に関わるその他の規定 

 

(三)越境移転 

弊行の越境業務と、域外にある本社が海外営業拠点に対する統合管理に必要な業務を

実現するため、SMBCグループ及び/または SMBCグループ関連の請負業者、下請業

者、代理人、サービスまたは製品の提供者、ライセンス業者、専門コンサルタント、業務提



携者または SMBCグループの関係者（臨時職員、董事及び従業員を含む）にお客さまの

個人情報を提供します。お客さまに対しては、事前に、個人情報越境移転の目的、個人情

報の種類、使用方法等の必要な情報をお知らせし、お客さまからの同意を得た上で、関係

する法律法規に基づき必要な手続きを行います。 

 

本ポリシーにおける「SMBCグループ」とは日本に登記した株式会社三井住友銀行及び/ま

たはその関連会社、子会社、ジョイントベンチャー及びそれらの営業拠点及び事務所を指

します。また、「SMBCグループメンバー」も同様です。 

 

八、本ポリシーの更新について 

1．本プライバシーポリシーについてお客さまに同意いただけない場合、弊行は関連する商品と

サービスを提供することができません。 

2．弊行は、本ポリシーを更新または修正する権利があります。変更後の内容について、弊行は

公式サイト、ウィチャット（WeChat）公式アカウントなどを通じて公開します。公開後は直ちに新

たなポリシーが有効となり、以前のバージョンは無効となりますので、関連する公告や通知等、

内容変更に関するお知らせにご注意ください。 

3．重大な変更については、より明確な方法でお知らせします(サービスによっては、電子メール

や手紙でお知らせすることがあります)。 

本ポリシーの重大な変更には以下のものが含まれますが、これらに限定されません。 

1）個人情報を取扱う目的、取扱う個人情報の種類、個人情報の利用方法など、弊行のサービ

スモデルと業態に関する大きな変更 

2）株主構成や組織構造の大きな変更 

例：業務調整、破産、M&Aなどによる所有者の変更など 

3）個人情報の共有、譲渡、開示の主要対象の変更 

4）お客さまの個人情報取扱いにおける権利とその行使の大きな変更 

5）弊行のお客さまの個人情報セキュリティを取扱う連絡先と連絡方法の変更 

6）個人情報セキュリティ影響評価報告において、リスクが高いと判断された場合 

4．変更後のプライバシーポリシーについてお客さまが同意いただけない場合、お客さまは商品

及び/またはサービスの提供を直ちに停止する権利があります。お客さまが引き続き弊行の商

品及び/またはサービスをご利用になる場合、弊行の本ポリシーに関する条項の変更をお客さ

まが受け入れたものとみなします。 

5．本ポリシーは中国語、英語、日本語の 3つの言語で書かれており、中国語バージョンの内容

を基準とします。 

 

九、弊行への連絡方法について  

本プライバシーポリシーに対するご質問やご意見やクレームについては、弊行の各拠点にお知

らせいただくか、お客さまの担当窓口にご連絡ください。ご連絡をいただいた後、法律法規また

は監督管理機構が別途に定める場合を除き、弊行が速やかに適切に対応いたします。 

 

会社名称: 三井住友銀行(中国)有限公司 

登記住所: 中国(上海)自由貿易試験区世紀大道 100号 

上海環球金融中心 11階、12階、13階 

連絡先： 021-3860-9000 


